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5 章  ま ち の 将 来 像 の 実 現 に 向 け て  

 

 

 

 本整備計画の推進にあたっては、地域住民や町会･住区住民会議、商店街、事業

者、行政等がそれぞれの役割を担い、連携を図っていくことが必要となります。また、

よりよいまちづくりを進めるためには、行政はもとより、地域住民･団体、事業者等

もまちづくりの担い手として主体的に取り組むことが不可欠です。 

そのため、今後も引き続き地域住民･団体、事業者等と行政が意見交換する場を設

けながら相互に連携･協力し、まちの将来像の実現に向けた具体的な取組を推進しま

す。 

 

①地域住民の役割  

“まちづくりの主役”としてまちづくりに関心をもち、自らできる施策に積極的

に取り組むとともに、町会、住区住民会議、商店街等の地域団体や区と協力して、

まちづくりに取り組みます。 

さらには、主体的にまちづくりの担い手となることに努め、地域活動等を通じて

社会貢献を果たしていきます。 

②事業者の役割  

まちの将来像やまちづくりの方針を尊重して、自らの事業活動を推進します。 

施策に対しては、地域住民同様に積極的に取り組むとともに、事業活動の中で培

ったノウハウ等を活かしながら、地域団体や区と連携･協力してまちづくりに取り

組みます。 

さらには、主体的にまちづくりの担い手となることに努め、地域活動等を通じて

社会貢献を果たしていきます。 

③町会、住区住民会議、商店街、目黒駅周辺地区街づくり懇談会 

まちづくり推進の中核を担う地域団体として、引き続き地域の魅力向上と活性化

に向けたまちづくりをより一層推進します。 

また、地域内外に広く情報発信すること等により、新たなまちづくりの担い手の

参画を支援し、さらなる地域活動等の活性化に取り組みます。 

町会、住区住民会議、商店街の代表者で組織する目黒駅周辺地区街づくり懇談会

では今後とも定期的に目黒区と意見交換を行い、目黒駅周辺地区のまちづくり全般

についての情報共有を図るとともに、地域住民等に広く情報発信することで、まち

づくりの円滑な推進に貢献します。  

５ 
章  まちの将来像の実現に向けて  

1 各主体が果たすべき役割と推進体制  
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④行政の役割 

目黒区は、東京都や関係機関等との協議･調整、地域住民の合意形成等を図りな

がら、本整備計画における施策を着実に推進します。 

地域住民･団体が推進する地域活動等に対しては、積極的に支援･協力し、公民連

携のまちづくりを推進します。また、地域内外に広く情報発信すること等により、

新たなまちづくりの担い手の参画を支援し、さらなる地域活動等の活性化に取り組

みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本整備計画に基づく施策を確実に実行し、実効性のあるものとしていくため、Ｐ

ＤＣＡサイクルに沿って定期的に施策の進捗状況を点検し、適切に評価･分析するこ

とで、施策の内容等を継続的に見直します。 

 

 

 

 

 

 

 

  

◆ＰＤＣＡサイクル 

計画の実行性 

の向上 
計画を実行する 

行動を評価･分析する 

改善点を考え、 

次の計画に反映する 

計画を策定する 

【評価】 

【計画】 

【改善】 【実行】 

◆公民連携のまちづくりの推進体制図 

連携･協力･支援 

行 政 街づくり懇談会 

（目黒区、東京都、関係機関等） （町会、住区住民会議、商店街） 

参画支援 

連携･協力 

参画支援 

連携･協力 

新しいまちづくりの担い手 

（住民、事業者、団体、ボランティア、学生、来街者等） 

2 整備計画の進捗管理  


